
（別紙３）

～ 令和6年8月20日

（対象者数） 48 （回答者数） 44

～ 令和6年7月20日

（対象者数） 12 （回答者数） 12

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・保護者会を開いて保護者同士が交流できる場を持つ事。

2

・教室会議の時間が少ない為、時間の確保をする事。

3

研修などに参加出来ない時もあるので、出来るだけ参加して
いく事。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

1フロアの中でアリアを分けて過ごせるように工夫している。

2

3

○事業所名 シュウエール新丸子

○保護者評価実施期間 令和6年7月10日

○保護者評価有効回答数

令和6年7月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和6年9月6日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

訓練室が1フロアしかない事。 設備の問題。

・学習支援を行い学力の基盤を支えている事。
・児童との信頼関係が強いので⾧年に渡り継続的な支援を提供
できる事。
・家族支援も積極的に行っている事で、保護者様との信頼関
係、絆が強い事。

・児童がおやつに楽しみや意思決定を持てるようにおやつは
「駄菓子屋」に行って選んでいる。
・児童が放課後楽しめるようにイベントを行っている。（祝・
土・⾧期）

・従業員が夢をもって一生懸命働いている事。
・従業員の離職率が低い事。
・何でも相談出来る風通しの良い環境であること。

・スタッフは少なくとも半年に1度は面談を行っている事。

・療育センターやクリニックの紹介も多く地域貢献できている
事。

・研修会や集いへの参加。

事業所における自己評価総括表公表


